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2026年1月13日
住友化学㈱大分工場

1. 化学業界 カーボンニュートラル実現に向けた現状と取組

日本化学業界の目標は『2013年度を基準として32％減の2,000万t-CO2を削減』

◆化学産業におけるカーボンニュートラルに向けて重要となる対応

　・原料を化石原料から地表にある炭素源の循環に転換すること

　・製造時に使用するエネルギーをカーボンニュートラル燃料へ転換してCO2排出量を減らすこと

◆CO2を削減する新たな原料プロセスへの大型投資を進めつつ国際競争力の維持・強化を追及する

第5回「グリーン・コンビナートおおいた」推進会議

『化学業界における地球温暖化対策の取り組み』

2023/1/26 日化協 資料より

2023/3/17 日化協リリース

2. 住友化学グループのカーボンニュートラルに向けたグランドデザイン

３. GHG排出量の推移と削減目標

住友化学 サステナビリティレポート2025より

住友化学 サステナビリティレポート2025より
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４. 住友化学の取り組み（２０２５年）

５. 大分工場のカーボンニュートラルに向けた取り組み

以上

化学品の自動運転トラックによる幹線輸送の実証を開始

～環境配慮型輸送にトライ～

2025/5/8 ニュースリリース

大手電機・自動車会社向けにアクリル樹脂のケミカルリサイクル品を販売開始

2025/3/6 ニュースリリース

同取り組みで第19回 日化協レスポンシブル・ケア賞「RC審査員特別賞」を受賞

2025/6/3 ニュースリリース

バイオマス原料を使用したスーパーエンプラの量産技術を確立

～27年度からの供給開始を目指す～

2025/6/12 ニュースリリース

大分工場 環境安全レポート 2025より

大分工場目標値
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王子マテリア㈱大分工場

1. 気候変動問題への対応
非化石エネルギー利用量の拡大による温室効果ガスの削減を行い、自社林の森林保全・植林を通じた森林の温室効果ガス吸収効果

と合わせ、2040年のスコープ1、2のネット・ゼロ・カーボン化を達成する。(森林吸収による排出量相殺に上限は考慮しない)

1) スコープ1、2 GHG排出量削減

2040年度に2018年度対比で排出量を50%削減

2040年度に2018年度排出量の50%相当分を森林により吸収固定

1. エネルギー消費量削減 エネルギー消費原単位 1 %/年以上削減

2. 購入電力非化石比率100% 2040年度 購入電力非化石比率100% (証書利用を含む)

3. 石炭使用量ゼロ 2040年度 石炭使用量ゼロ

4. 低炭素水素などの導入開始 水素、アンモニア、e-methane（合成メタン）等

2) スコープ3 GHG排出量削減

○ カテゴリー4チップ船からの排出量 2018年度対比40%削減

2. ネイチャーポジティブの推進
持続可能な森林経営を推進して森林の多面的機能を高めるとともに、生態系を保全・回復する取り組みを継続・拡大し、世界の

ネイチャーポジティブの達成に貢献する。

1) 豊かな森づくり

1. 持続可能な森林経営

○ 森林破壊ゼロの継続

○ サプライヤーデューディリジェンス 1回/年以上

○ 自社森林認証取得率100%と森林認証製品の拡充

2) 生物多様性保全

○ バリューチェーンを含めた事業活動において自然への重要な依存と影響を特定し、生態系に配慮した事業活動を通して

生物多様性の損失を回避する。

天然林再生面積（2018-2040） 5,000 ha以上、郷土樹種植栽本数（2018-2040） 900千本以上

緑の回廊設置面積（2018-2040） 6,000 ha以上

○ 先住民族を含む地域社会や環境NPOと協力して、稀少動植物の保護・育成や生態系の保全・回復に取り組む。

○ プラスチック汚染の防止に向け、環境配慮型紙パッケージ製品や生分解性・バイオマス素材の研究開発を推進する。

3. サーキュラーエコノミーの推進と汚染物質削減
資源の循環的利用を推進して社会のサーキュラーエコノミー移行へ貢献するとともに、環境負荷低減に継続して取り組む。

1) サーキュラーエコノミーの推進

1. 廃棄物の有効利用率維持、向上 国内：99%以上、海外：95%以上

2. 古紙利用の推進 国内：段原紙古紙利用率90%以上

3. 取水総量の削減 2018年度対比10%以上の削減

4. 高水リスク地域におけるステークホルダーエンゲージメント実施 年1回以上実施

5. 再生可能な森林資源を用いた、木質由来糖液をはじめとする化石資源代替素材の製造技術の確立と商用化

2) 汚染物質削減

1. 排水汚濁負荷の削減（測定対象会社当たり) BOD, COD, SS総量 2018年度対比 20%削減

2. 大気汚染負荷の削減（測定対象会社当たり）

SOx総量 2018年度対比50%削減、NOx総量 2018年度対比10%削減、VOC排出原単位 2018年水準の維持

4. ステークホルダーエンゲージメント
環境や社会に配慮した調達の拡充に取り組み、脱炭素社会に貢献する製品を製造するとともに、環境法規制を遵守した事業活動を

推進する。

1) サプライヤーマネジメントの推進

○ 第三者機関監査も含めたサプライヤーマネジメント体制を強化し、人権や環境に配慮した調達を行う。

サプライヤー人権・環境デューディリジェンス 1回/年 実施

2) 環境事故ゼロ、製造物責任事故ゼロ

○ 環境法令違反、製造物責任事故をゼロとする。

王子グル－プ 環境行動目標 2040
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九州経済産業局からの情報提供

2026年1月13日
九州経済産業局 資源エネルギー環境部

1
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GX2040ビジョンの進捗

令和7年12月22日
第16回GX実行会議資料

https://www.cas.go.jp/jp/sei
saku/gx_jikkou_kaigi/dai16/s
hiryo1.pdf 2
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排出量取引制度について

九州経済産業局作成

令和7年12月19日
排出量取引制度小委員会
中間整理
排出枠の割当ての実施指
針等に関する事項につき
とりまとめを実施
https://www.meti.go.j
p/shingikai/sankoshin/
sangyo_gijutsu/emissi
ons_trading/pdf/20251
219_1.pdf

3
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4

大分県資料 p5より

GX産業立地政策について

令和7年12月22日 GX戦略地域制度を通じたGX産業クラスターの創出 -中間とりまとめ
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/sangyoritchi_wg/pdf/summary.pdf
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5

大分県資料 p5より

GX産業立地政策について

令和7年12月22日 GX戦略地域制度を通じたGX産業クラスターの創出 -中間とりまとめ
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/sangyoritchi_wg/pdf/summary.pdf
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日本成⾧戦略・地域未来戦略について

令和7年12月22日 第16回GX実行会議資料
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai16/shiryo1.pdf
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日本成⾧戦略・地域未来戦略について

令和7年12月4日 第一回地域未来戦略本部 資料4参考資料
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/chiikimirai/kaisai_jokyo/dai1/gijishidai.html
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and TourismMinistry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

CNP認証(コンテナターミナル)制度について

国土交通省 九州地方整備局 別府港湾･空港整備事務所

令和8年1月13日
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1

CNP認証（コンテナターミナル）

認証書 1枚目（イメージ） 認証書 2枚目（イメージ）

九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所
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H26.3撮影

九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所

2

CNP認証（コンテナターミナル）の概要
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CNP認証ポータルサイト 九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所
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4

制度の骨格 九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所
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5

申請先について 九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所
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【参考】CNP認証（コンテナターミナル）取得状況 九州地方整備局
別府港湾・空港整備事務所
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